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谷
三
山
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、
彼
よ
り
九
歳
年
下
に
な
る
森
田
節
斎
と
の
筆
談
を
見
た
時
で
あ
る
が
、
そ
の
筆
談
は
、
中
井
竹
山
と

殷
軒
、
特
に
履
軒
学
へ
の
高
い
評
価
を
中
心
に
し
て
、
十
九
世
紀
初
め
ま
で
の
儒
学
界
を
語
る
と
と
も
に
、
三
山
と
節
斎
の
学
問
と
人
物

と
が
う
か
が
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
箪
談
で
あ
る
だ
け
に
断
片
的
な
内
容
や
人
物
評
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
ま
た
興
味

あ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

大
和
国
五
条
の
出
身
で
あ
り
桜
井
氏
の
後
裔
と
い
う
、
祁
王
揺
夷
思
想
家
の
節
斎
と
三
山
と
は
親
友
で
あ
る
が
、
そ
の
思
想
傾
向
は
異

な
っ
て
い
る
し
、
眼
と
耳
が
不
自
由
な
三
山
の
行
動
は
、
自
ら
節
斎
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
大
和
三
山
に
近
い
八
木
に
生
ま
れ
て

育
っ
た
三
山
は
、
そ
の
号
を
三
山
と
つ
け
た
よ
う
に
、
陵
墓
を
初
め
と
し
て
地
域
の
歴
史
に
強
い
興
味
を
持
っ
て
い
た
が
、
対
外
関
係
緊

迫
の
世
情
の
中
で
、
萄
王
攘
夷
思
想
に
も
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
陽
明
学
へ
の
対
応
一
っ

と
っ
て
も
、
陽
明
学
へ
の
接
近
と
評
価
を
示
す
節
斎
と
、
特
に
陽
明
学
者
の
持
つ
行
動
性
の
強
さ
へ
の
危
惧
を
示
す
三
山
と
の
違
い
が
あ

図

る
よ
う
に
、
尊
王
攘
夷
思
想
で
も
ま
た
両
者
が
異
な
っ
て
い
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
三
山
の
尊
王
揺
炎
思
想
が
い
か
な
る
形
成

の
歴
史
と
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
以
下
三
山
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
い
、
気
の
つ
い
た
点
を
幾
つ
か
述
べ
て
み
た
い
。

二

谷
三
山
は
、
享
和
二
年
に
大
和
国
八
木
に
生
ま
れ
た
が
、
父
は
重
之
、
楽
軒
と
号
す
る
商
家
で
、
父
は
樫
村
氏
（
ち
ゃ
）
を
要
っ
て
三

谷
三
山
の
尊
王
攘
夷
思
想
に
つ
し
て

大

月

明
四
八
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谷
三
山
の
蒋
王
濯
夷
思
想
に
つ
い
て

う
に
な
っ
た
。

男
二
女
が
あ
っ
た
。
長
男
の
名
は
重
頃
、
厚
亭
と
号
す
る
が
、
二
男
は
夭
折
し
、
三
山
は
三
男
で
、
晶
は
操
、
字
は
子
正
ま
た
は
存
誠
、

通
称
を
市
三
そ
し
て
新
助
、
後
に
昌
平
と
改
め
た
が
、
三
山
は
そ
の
号
で
あ
り
、
別
に
淡
庵

．
繹
斎

・
相
在
室

・
無
耳
山
人
な
ど
と
も
号

し
た
。
彼
の
家
は
、
大
和
国
桜
井
に
い
た
桜
井
氏
の
後
裔
で
、
永
正
年
間
に
滅
亡
後
、
子
孫
の
居
住
し
た
桜
井
南
部
に
あ
る
地
名
か
ら
取

固

っ
て
谷
氏
と
称
し
た
と
い
う
。
三
山
の
祖
父
の
代
に
な
っ
て
、
祖
父
が
家
を
桜
井
の
西
に
あ
る
八
木
に
移
し
て
商
業
を
営
ん
だ
。

家
業
の
状
態
は
良
く
、

三
山
出
生
の
頃
は
富
裕
な
家
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
祖
父
も
父
も
と
も
に
雅
号
を
持
っ
て
い
て
、
長
兄
も
学

問
を
好
み
詩
文
の
才
能
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
環
境
下
で
三
山
は
、
幼
少
の
時
か
ら
読
書
の
機
会
も
多
か
っ
た
が
、
稗
史
類

を
好
ん
で
読
ん
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
十
一
歳
の
時
に
眼
と
耳
を
病
み
、
眼
病
は
治
癒
し
た
が
耳
病
は
好
転
せ
ず
、
数
年
後
に
は
全
く
聴

力
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。
や
や
長
じ
て
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
長
兄
の
勧
め
も
あ
っ
て
、
正
史
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
考
え
、
以
後
字
礼
を
頼
り

に
学
問
を
本
格
的
に
始
め
た
が
、
そ
れ
よ
り
十
余
年
、
諸
史
・
経

・
子
類
を
学
び
、
文
政
十
二
年
夏
二
十
八
歳
の
時
に
は
、
長
兄
と
京
都

に
行
き
猪
飼
敬
所
（
こ
の
年
六
十
九
歳
）
に
会
っ
て
い
る
。
以
後
敬
所
と
は
、
書
簡
や
筆
談
な
ど
に
よ
っ
て
学
問
上
で
の
交
渉
を
持
つ
よ

天
保
六
年
三
十
四
歳
の
前
後
、
病
気
の
た
め
学
業
を
廃
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
癒
え
る
と
、
そ
の
塾
1
1
興
渡
館
で
門
下
生
に

教
え
た
。
弘
化
元
年
四
十
三
歳
の
一
月
に
は
、
高
取
藩
主
植
村
家
教
に
よ
り
僻
臣
に
抜
擢
さ
れ
て
士
箱
に
列
せ
ら
れ
、

機
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
や
が
て
嘉
永
年
間
に
入
る
と
、
六
年
以
後
は
世
情
も
騒
然
と
す
る
時
期
に
な
っ
て
き
て
、
三
山
に
と
っ
て
は
さ

ら
に
新
し
い
環
境
が
加
わ
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
嘉
永
元
年
と
二
年
に
は
両
親
が
相
次
い
で
亡
く
な
り
、
三
山
も
そ
の
頃
（
四
十
八
、
JL

歳）
、
病
気
が
再
発
し
て
視
力
を
失
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、

塾
生
へ
の
講
義
な
ど
は
中
止
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

年
に
は
長
兄
も
亡
く
な
っ
た
が
、
視
力
は
ま
す
ま
す
悪
化
し
て
、
文
久
二
、
三
年
（
六
十
一

、
六
十
二
歳
）
の
頃
に
は
ほ
と
ん
ど
失
明
の

状
態
で
、
慶
応
三
年
十
二
月
六
日
に
は
病
身
な
が
ら
講
義
を
平
常
の
よ
う
に
行
っ
た
が
、
翌
日
よ
り
病
気
が
重
く
な
り
、
十
一
日
六
十
六

0-

四
九

―
つ
の
大
き
な
転

嘉
永
ナ
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歳
で
亡
く
な
っ
た
。

三
山
の
学
問
へ
の
道
は
、
富
裕
な
商
家
で
あ
り
、
ま
た
学
問
に
理
解
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
家
庭
珠
境
の
下
で
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、

病
気
の
た
め
眼
と
耳
が
不
自
由
に
な
る
と
い
う
悪
条
件
も
あ
っ
て
、
困
難
を
極
め
た
よ
う
で
あ
る
。
物
語
風
歴
史
や
伝
記
類
な
ど
の
抑
史

類
と
い
っ
た
、
商
家
そ
の
他
の
富
裕
な
家
に
は
よ
く
み
ら
れ
る
も
の
か
ら
入
っ
て
、
独
学
で
中
国
の
史
杏
そ
の
他
を
学
ん
だ
と
い
う
が
、

彼
に
と
っ
て
唯
一
の
師
と
も
い
っ
て
よ
い
人
物
と
し
て
あ
げ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
猪
飼
敬
所
で
あ
る
。
師
と
い
っ
て
も
、
初

め
て
会
っ
た
の
が
三
山
二
十
八
歳
の
時
で
あ
っ
て
、
尊
敬
す
ぺ
き
同
学
の
士
と
し
て
教
え
を
受
け
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

固

天
保
三
年
春
、
三
山
の
問
に
対
し
て
敬
所
自
ら
が
書
送
っ
た
「
履
歴
師
友
淵
源
」
を
み
る
と
、
敬
所
も
京
都
の
商
家
の
子
で
、
幼
少
か

ら
絵
草
紙
や
軍
書
を
好
ん
だ
が
、
手
島
堵
庵
に
心
学
を
学
び
、
や
が
て
商
業
よ
り
学
問
の
道
を
選
ん
で
岩
垣
龍
淫
の
門
に
入
り
、
こ
こ
で

古
注
を
中
心
に
朱
子
学
を
学
ん
だ
。
こ
の
龍
浴
以
外
に
師
と
す
ぺ
き
者
も
な
く
、

詞
二
泥
マ
ズ
義
理
明
白
ニ
テ
今
日
ノ
事
務
二
益
ア
リ
感
服
セ
ラ
レ
、
」
る
の
も
、

放
漉
も
せ
ず
、
「
故
二
宗
族
郷
党
二
悪
マ
レ
ズ
、

谷
三
山
の
認
王
揺
夷
思
想
に

つ
い
て

「
コ
レ
幼
年
心
学
ヲ
ナ
シ
‘

ヽ

世
稲
卜
同
カ
ラ
ザ
ル
所
也
、
今
古
学
ヲ
崇
信
シ
テ
心
学
ハ
棄
ツ

ト
イ

ヘ
ド
モ
、
」
と
も
述
ぺ
て
い
る
。
さ
ら
に
師
恩
友
の
恩
を
忘
れ
す

是
以
拙
劣
不
オ
ナ
レ
ド
世
二
軽
ン
ゼ
ラ
レ
ズ
、

是
皆
師
友
ノ
カ
ナ
リ
、
」
と
強
凋
し
て

い
る
。
敬
所
は
三
山
の
精
読
強
記
を
よ
く
推
賞
し
て
い
る
が
、
敬
所
が
古
学
を
崇
信
し
、
訓
詰
学
よ
り
は
人
間
の
義
理
を
説
き
、
身
持
よ

く
他
人
よ
り
悪
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
大
人
の
風
格
を
持
つ
人
物
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
三
山
と
そ
の
兄
が
、
京
都
や
あ
る
い
は
大

⑥
 

和
の
係
者
の
中
か
ら
敬
所
を
選
ん
で
親
し
ん
だ
こ
と
の
大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
現
在
三
山
の
学
問
上
の
立
場
を
示
す
ま
と
ま
っ
た
著
作
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
幾
つ
か
の
意
見
を
拾
っ
て
み
て
そ
の
立
場
を
う

7
 

か
が
っ
て
み
た
い
と
思
う
4
例
え
ば
、
文
政
五
年
か
ら
七
年
（
二
十
一
歳
か
ら
二
十
三
歳
）
に
か
け
て
の
「
淡
庵
管
見
」
を
み
る
と
、
「
乃

近
世
本
邦
学
者
、
往
炊々
ー
ー其
癖

ー、
動
品
一
一宋
稲

—‘
甚
至
レ
謂
＿•-宋
儒
之
害
過
二
於
秤
老
-‘

至
レ
今
俗
学
転
盛
、

而
脩
身
之
教
殆
廃
次
、
遂

著
眼
言
語
文
学
二
止
ラ
ズ

渡
世
の
た
め
に
開
業
し
た
の
で
あ
る
が
、

「
余
ガ
説
文

五
〇
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谷
三
山
の
尊
王
浪
夷
思
想
に

つ
い
て

年
（
四
十
六
歳
）
に
は
、
節
斎
と
の
筆
談
で
、

使
ー
＝
人
言
全
問
無
＞益
而
有
乙
舌
也
、
嗚
呼
程
朱
伝
ゾ道
之
功
、

切
直

節
斎
が
三
山
の
「
学
問
安
心
立
命
之
胞
御
尋
申
候
ハ
、

五

「
断
々
不
レ
称
ーー弟
子
i

0

」

と

如
レ
是
其
偉
也
程
朱
立
＞言
之
深
如
＞
是
其
切
也
、
」
あ
る
い
は
、
「
其
言

其
行
篤
正
、
則
叩
ー
ー
其
学
一、
必
宗
二
朱
子
一
者
也
。
其
言
浮
華
、
其
行
放
蕩
、
則
叩
「
其
学
―
、
必
宗
二
物
子

i

者
也
。
嗚
呼
二
家
之
学

問
邪
正
高
下
、
較
如
二
黒
白
＿、
」
と
も
い
い
、
ま
た
「
或
謂
し
予
云
、
朱
子
陸
子
仁
斎
相
裸
、
此
四
子
者
皆
入
―
―
下
聖
門
之
車
一也
。
乗
レ
此

（三
山）

以
行
、
雖
二
所
＞
乗
不
乙
同
而
所
レ
到
則
同
也
、
故
云
四
子
之
学
其
帰
一
也
。
予
日
不
L

然
、

趨
則
皆
趨
—‘

而
所
レ
至
必
不
レ
同
也
。
」
と
い
っ
た
意
見
が
示
さ
れ
て
い
た
。

，如
二
西
趨
者
東
坦
者
、
北
し
者
南
趨
責
、
雖―
―

こ
の
後
敬
所
と
接
触
す
る
の
で
あ
る
が
、

程
朱
学
之
根
本
二
於
不
レ
疑
力
否

ラ
ザ
ル
カ
ノ
事
也
。
此
事
第
一
承
り
度
候
。
」
と
質
問
し
た
の
に
答
え
て
三
山
は
、
「
僕
以
二
仁
義
礼
智
盃
び
性
不
レ
疑
也
。
但
此
四
者
孟
子

略
皐
土
盆
杷
而
言
レ
之
。
而
程
朱
配
以
・
一五
行
―‘
而
敦
為
レ
木
、
訊
路
し
金
、
蒸
々
乎
言
ぃ
之
、
則
未
し
免
ー
ー
乎
漢
儒
之
恥
習
{

f

是
則
可
レ
疑

耳。
」
と
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
点
か
ら
み
て
、

無
批
判
で
は
な
い
に
し
て
も
、
未
子
学
を
基
盤
と
す
る
方
向
で
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ま
た
、
古
学
を
説
く
敬
所
と
親
し
く
、
あ
る
い
は
明
代
、
拇
く
出
布
を
極
め
て
古
文
を
善
く
し
た
と
い
う

焦
紘
や

、

清
代
、

考
証
に
精
通
し
た
と
い
う
王
飛
の
二
人
の
傾
向
を
、
「
其
流
濶
如
し
店
奎
無
＿
＿
村
気
—
耳
。
」
と

し
て
喜
び
、

大
坂
懐
徳
堂
の

儒
者
中
井
履
軒
を
高
く
評
価
し
、
彼
の
「
七
経
逢
原
ハ
宋
元
経
解
中
ニ
モ
難
レ
得
者
卜
思
ヒ
候
。」
と
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
若
い
頃
に

読
ん
だ
伊
藤
東
涯
や
服
部
南
郭
を
、
や
は
り
大
坂
懐
徳
堂
の
仰
者
で
履
軒
の
兄
竹
山
と
比
較
し
て
遜
色
な
し
と
す
る
な
ど
、
古
義
学
派
や

但
採
学
派
の
成
果
も
読
み
な
が
ら
、
古
文
を
喜
び
考
証
を
重
ん
す
る
傾
向
の
強
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
節
斎
も
ま
た
、

江
戸
の
考
証
学
者
松
崎
憚
堂
が
天
保
十
五
年
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
三
山
に
と
っ
て
の
好
敵
手
を
失
っ
た
と
い
っ
て
い
る
こ
と
は
、

三
山
を
よ
く
知
る
者
の
言
と
し
て
参
考
に
な
ろ
う
。
陸
王
学
に
対
し
て
は
、
こ
れ
を
衰
世
之
言
と
し
て
取
ら
な
か
っ
た
三
山
は
、
も
し
履

軒
（
文
化
十
三
年
か
十
四
年
に
没
）
が
こ
の
世
に
あ
る
な
ら
ば
そ
の
弟
子
と
称
す
る
か
と
の
節
斎
の
問
に
、

答
え
て
い
る
が
、
十
九
世
紀
に
入
っ
て
儒
学
各
派
が
展
開
し
て
い
く
中
で
の
勉
学
で
、
独
学
と
は
い
え
学
者
と
し
て
の
自
負
心
を
持
つ
と

さ
ら
に
弘
化
四
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思
わ
れ
る
。

と
も
に
、
先
述
し
た
傾
向
が
示
す
よ
う
な
折
衷
的
な
幅
広
い
学
問
の
内
容
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
面
を
付
け
加
え
て
み
た
い
。
三
山
は
、
節
斎
と
の
筆
談
で
陸
王
学
に
つ

い
て
の
見
解
を

異
に
し
た
時
、
酒
を
飲
ん
で
笑
う
者
泣
く
者
、
怒
る
者
喜
ぶ
者
が
あ
る
こ
と
は
甚
だ
多
く
、
読
密
も
似
た
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
と
し

て
い
る
が
、
自
分
の
善
し
と
す
る
と
こ
ろ
を
母
守
し
他
に
強
制
し
よ
う
と
し
な
い
、
学
問
や
教
育
の
面
で
の
考
え
の
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘

⑥
 

出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
こ
と
を
、
彼
の
門
弟
と
さ
れ
る
者
か
ら
み
て
み
よ
う
。
例
え
ぱ
、
「
大
和
人
物
志
」
に
あ
げ
ら
れ

て
い
る
門
弟
に
は
、
後
に
五
条
で
教
え
狭
山
藩
士
と
な
る
森
鉄
之
助
、
田
原
本
藩
士
で
あ
る
吉
村
信
之
介
と
西
谷
善
惧
、
森
鉄
之
助
に
も

学
び
天
誅
組
に
参
加
し
て
刑
死
し
た
原
田
亀
太
郎
、
腹
家
の
出
で
あ
る
が
後
に
大
坂
で
教
え
高
取
藩
士
と
な
る
上
田
洪
亨
、
大
庄
家
の
出

で
後
に
芝
村
藩
儒
と
な
る
前
部
重
厚
が
い
た
が
、
さ
ら
に
、
岡
本
通
理
は
国
学
に
通
じ
て
い
て
史
節
に
精
し
く
、
久
保
耕
庵
は
蘭
学
に
粕

し
く
洋
医
を
業
と
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
門
弟
が
三
山
の
教
育
を
受
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
進
ん
で
い
る
こ
と
は
、

「柑
ヲ
誼
ハ
、

マ
サ

ニ
以
テ
君
子
タ
ラ
ン
ト
ス
ル
ナ
リ
。
…
…
凡
ソ
吾
塗
二
入
シ
者
、
各
長
ヲ
敬
シ
、
幼
ヲ
慈
シ
、
人
ヲ
先
ン

2

ソ
テ
己
ヲ
後
二
、
ソ
、
威
儀

秩
々
、
言
語
昨
々
、

一
々
古
道
ヲ
以
テ
自
応
シ
、

4
人
之
腸
ヲ
洗
テ
、
君
子
ノ
域
二
節
ペ
シ
。
」
（
「
興
譲
館
塾
約
」
）
と
し
て
、
K
呪

は
、
古
聖
究
の
道
に
よ
っ
て
人
間
と
し
て
の
成
長
に
努
め
、
君
子
の
域
に
の
ぽ
る
こ
と
だ
と
す
る
教
育
方
針
を
取
り
、
門
弟
そ
れ
ぞ
れ
の

人
格
陶
冶
と
勉
学
を
進
め
さ
せ
て
い
っ
た
結
果
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
は
、

三
山
の
学
問
に
対
す
る
態
度
と
相
通
ず
る
も
の
で
は
な
い
か
と

な
お
、
こ
こ
で
次
の
点
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
森
末
の
尊
王
攘
夷
思
想
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
水
戸
学
、
あ
る
い
は
水
戸

⑱
 

藩
へ
の
三
山
の
関
心
に
つ
い
て
で
あ
る
。
か
つ
て
、
大
伴
茂
氏
は
そ
の
著
で
、
吉
田
松
陰
が
嘉
永
六
年
五
月
二
日
、
八
木
興
渡
飽
に
三

山
を
訪
ね
た
際
の
筆
語
草
稿
（
松
陰
自
箪
）
と
思
わ
れ
る
も
の
と
し
て
、

の

著
者
会
沢
正
志
斎
や
藤
田
束
湖
た
ち
水
戸
滞
の
人

物
四
名
の
名
を
あ
げ
て
い
る
も
の
を
示
さ
れ
、
水
戸
藩
の
話
も
出
て
い
た
よ
う
だ
と
さ
れ
た
。
確
か
に
三
山
が
無
関
心
で
あ
っ
た
と
は
考

谷
三
山
の
羽
王
謡
夷
思
想
に
つ
い
一

「
新
論
」

五

勉
学
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谷
三
山
の
聡
王
壌
夷
思
想
に
つ
い
て

え
ら
れ
な
い
が
、
今
の
所
、
更
に
詳
細
に
水
戸
学
と
の
関
連
を
み
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
て
は
触
れ
ら
れ
な

い
が
、
む
し
ろ
、
頼
山
陽
に
対
す
る
強
い
関
心
か
ら
、

三
山
を
考
え
て
み
る
こ
と
が
注
意
す
べ
き
点
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

三
山
の
学
問
、
あ
る
い
は
思
想
の
傾
向
を
前
節
の
よ
う
に
考
え
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
傾
向
を
基
盤
と
し
た
政
治
と
社
会
に

対
す
る
発
言
を
、
時
代
を
追
っ
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

歳
で
、
敬
所
に
会
っ
て
後
、
病
を
得
て
し
ば
ら
く
休
茂
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

「
興
譲
館
塗
約
」
で
み
た
よ
う
な
方
針
で
門
弟
の
教
育

こ
当
た
ろ
う
と
し
て
い
た
頃
で
あ
る
。
こ
れ
が
い
か
な
る
日
的
の
た
め
に
也
か
れ
た
も
の
か
は
不
明
だ
が
、
文
中
の
記
述
に
は
、
文
献
に

よ
る
も
の
の
外
に
、
そ
れ
ま
で
に
見
聞
す
る
こ
と
の
で
き
た
、
八
木
近
辺
の
夫
状
と
思
わ
れ
る
生
活
史

・
風
俗
史
と
も
い
う
べ
き
も
の
が

あ
っ
て
、
幼
少
よ
り
歴
史
物
を
喜
び
、
長
じ
て
は
考
証
を
重
ん
じ
た
三
山
な
ら
で
は
の
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
実
状
の
一
斑
が
う
か
が
え

る
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
文
中
に
お
い
て
主
と
し
て
述
ぺ
よ
う
と
し
た
の
は
次
の
よ
う
な
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
近
時
激
し
く

な
っ
て
き
た
人
々
の
奢
移
が
困
窮
の
基
で
あ
り
、
国
内
分
崩
離
乱
の
萌
と
も
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
現
在
の
風
俗
を
直
ち
に
古
に

復
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
も
困
難
で
あ
ろ
う
。
た
だ
政
治
を
行
う
者
に
し
て
も
し
庶
民
に
太
平
楽
を
受
け
さ
せ
た
い
と
思
う
な
ら
ば
、
古
人

の
質
素
を
み
て
今
日
の
豪
奢
を
懲
し
て
節
約
蓄
財
に
努
む
ぺ
き
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
在
郷
の
も
の
が
都
会
の
風
俗
を
師

と
す
る
こ
と
は
人
俯
だ
が
、
「
実
ハ
都
会
ノ
風
俗
村
郡
二
及
ザ
ル
コ
ト
十
二
八
九
ナ
レ
パ
、
戒
ム
ベ
ク
シ
テ
傲
フ
ベ
カ
ラ
ズ
。
」
勤
倹
を
尚

び
騎
惰
を
戒
め
、
風
俗
「

一
変
シ
テ
道
ニ
イ
タ
リ
ナ
パ
、
都
会
ニ
モ
心
ア
ラ
ン
人
ハ
追
々
我
ガ
ヰ
ナ
カ
ノ
俗
ヲ
慕
ヒ
学
プ
ヤ
ウ
ニ
モ
ナ
リ

ュ
ク
ベ
シ
。

コ
レ
我
反
テ
彼
が
師
タ
ラ
ン
、
」

こ
と
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
発
言
は
、

天
保
の
飢
饉
、
そ
し
て
百
姓
一
揆
や
打
毀
の
頻
発
と
、
明
ら
か
に
大
都
会
大
坂
に
お
け
る
大
塩
平
八
郎
の
乱
を
念
頭
に
置
い
て
、
特
に
品

A

天
保
十
一
年
か
十
二
年
頃
に
、
「
勤
倹
ヲ
尚
ピ
騎
惰
ヲ
戒
ム
ベ
キ
事
」

t•

ニ
ハ
t

五

い
う
ま
で
も
な
く
各
国
に
起
こ
っ
た

と
い
う
も
の
を
書
い
て
い
る
。

こ
の
時
三
十
九
歳
か
四
十

(797) 



村
共
同
体
に
と
っ
て
の
政
治
的
危
機
に
対
す
る
発
言
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
単
な
る
町
の
儒
学
者
の
所
見
に
と
ど
ま
ら
ず
、
恐
ら
く
は

い
ず
れ
か
の
藩
政
関
係
者
に
向
け
て
害
か
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

g
2
 

嘉
永
元
年
十
一
月
二
十
二
日
、
四
十
七
歳
の
三
山
は
、
こ
の
年
五
月
に
麻
取
滞
主
と
な
っ
た
植
村
家
毀
に
上

し
た
が
、
永
代
三
人
扶
持
、
名
字
帯
刀
を
許
さ
れ
て
士
籍
に
列
せ
ら
れ
た
の
が
弘
化
元
年
一
月
で
、
こ
の
こ
と
は
、
三
山
の
政
治
や
社
会

へ
の
発
言
を
考
え
る
場
合
に
重
要
な
条
件
に
な
る
こ
と
で
、

B
以
後
の
も
の
は
、
藩
士
と
し
て
の
立
場
か
ら
愈
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

ol u
 

に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
藩
士
登
用
は
、
藩
主
用
人
筑
山
愛
静
の
藩
主
家
教
へ
の
推
挙
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
家

⑪
 

教
が
病
を
得
て
次
の
藩
主
と
な
っ
た
の
が
家
貴
で
あ
る
。
上
書
の
要
点
は
、
大
伴
茂
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
四
点
あ
る
が
、
A
と
同
様
に

内
容
か
ら
み
て
、

B
 

八
木
や
そ
の
周
辺
の
実
状
を
例
と
し
た
四
点
の
中
で
、
注
目
さ
れ
る
の
は
次
の
点
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
、「
ソ
モ
人
君
ノ
徳
ハ
民
ヲ
愛
ス
ル
ヨ
リ
大
イ
ナ
ル
ノ
ナ
ク
、
民
ヲ
愛
ス
ル
ハ
賦
ヲ
省
キ
税
ヲ
薄
ク
ス
ル
ヨ
リ
先
ナ
ル
ノ
ナ
シ
。
」

と
す
る
こ
と
と
、
学
校
建
設
要
望
の
二
点
に

つ
い
て
で
あ
り
、
町
の
伯
学
者
で
あ
り
そ
し
て
今
は
藩
士
で
も
あ
る
三
山
の
、
藩
政
へ
の
期

待
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
ま
で
の
三
山
に
と
っ
て
の
関
心
事
は
、
民
生
を
第
一
と
し
た
藩
政
の
充
実
に
あ
っ
て
、
そ
れ

が
儲
学
者
の
経
世
論
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
が
、

B
は
、
当
然
嘉
永
六
年
の
米
船
来
航
に
先
立
つ
も
の
で
、
外
国
船
来
航

ヴ

の
噂
は
早
く
か
ら
あ
っ
た
に
せ
よ
＇、

外
国
船
来
航
に
よ
る
影
薯
は
ま
だ
姿
を
見
せ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

c
藩
士
の
条
件
を
担
っ
た
三
山
の
発
言
に
お
い
て
、
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
他
の
多
く
の
森
末
期
読
害
人
と
同
じ
く
、

嘉
永
六
年
六
月
の
ペ
リ
ー
来
航
で
あ
る
。
ペ
リ
ー
の
開
国
要
求
に
対
し
て
森
府
は
、
七
月
に
諸
大
名
た
ち
へ
米
国
の
国
書
を
示
し
て
意
見

を
求
め
た
。
当
時
五
十
二
歳
の
三
山
も
国
也
の
内
容
を
知
り
、
門
弟
と
も
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
合
っ
た
が
、
中
で
も
田
原
本
藩
士
吉

村
信
之
介
は
、
自
説
を
ま
と
め
て
藩
へ
提
出
す
る
考
え
で
草
稿
執
筆
に
か
か
っ
た
も
の
の
、
中
途
で
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
彼
の
意

見
を
聞
い
て
み
る
と
、
三
山
の
意
見
と
合
致
す
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
の
で
、
病
気
も
長
引
い
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
、
三
山
が
草
稿
を
ま

谷
三
山
の
尊
王
攘
夷
思
想
に
つ
い
一

し
て
い
る
。
先
述

五
四
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D
 谷

三
山
の
尊
王
撹
夷
思
想
に
つ
い
て

シ
。」
と
す
る
第
一
の
部
分
が
「
靖
海
」
の
中
心
と
な
る
の
で
あ
る
。

五
五

特
に
小
藩
の
徴
租
課
役
に
よ
る
民
力
疲
弊
を
強
調
す

の
準
備
が
備
っ
て
、
勝
算
我
に
あ
る
な
ら
ば
、

と
め
て
三
箇
条
を
清
書
し
、
「
靖
海
郡
言
」
（
以
下
「
靖
海
」
と
い
う
。
）
と
名
付
け
、
九
月
二
十
七
日
に
提
出
し
た
と
い
う
。
「
研
海
」
は
、

後
述
す
る
「
上
天
朝
書
」
で
述
ぺ
て
い
る
よ
う
に
、
三
山
た
ち
は
田
原
本
藩
か
ら
幕
府
に
献
ぜ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

他
の
藩
主
が
講
和
を
主
と
す
る
の
に
、
独
り
異
議
を
持
つ
こ
と
は
難
し
い
情
勢
と
な
り
、

講
和
に
対
し
て
異
議
を
示
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
「
靖
海
」
は
、
通
商
申
出
の
拒
絶
を
第
一
と
す
る
が
、
た
と
え
許
可
さ
れ
て
も
兵
備

が
必
要
で
、
拒
絶
の
場
合
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
兵
備
が
整
っ
た
と
こ
ろ
で
書
を
遣
し
て
彼
に
利
害
を
選
ば
せ
る
べ
き
だ
と
す
る
意
見
を

軸
に
し
て
、
海
外
事
情
や
内
外
の
歴
史
を
交
え
て
説
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
あ
く
ま
で
も
「
屯
秋
卜
講
和
ハ
持
ム
ベ
カ
ラ
ズ
、
持
ム
ベ

畢
党
一
ノ
豫
ノ
字
二
外
ナ
ラ
ズ
ト
シ
ル
ベ
シ
。
」
彼
よ
り
上
の
す
べ
て
に
わ
た
る
予
防

「
未
ダ
一
兵
ヲ
交
ヘ
一
矢
ヲ
放
タ
ズ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、

つ
づ
い
て

る
第
二
の
部
分
と
、
蘭
学
へ
の
統
制
策
の
第
三
の
部
分
を
述
ぺ
て
終
っ
て
い
る
。
三
山
が
清
書
し
た
三
箇
条
と
い
う
の
は
、
こ
の

三
部
分

の
こ
と
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
草
々
の
間
に
書
か
れ
た
も
の
だ
け
に
、
冗
長
不
統
一
の
文
面
が
み
ら
れ
る
が
、
第
一
の
部
分

は
吉
村
の
、
第
二
の
部
分
は
A
と
B
か
ら
み
て
も
三
山
の
、
そ
し
て
第
三
の
部
分
は
、
蘭
学
に
梢
し
く
洋
医
を
業
と
し
た
久
保
耕
庵
の
意

"q 
見
な
ど
が
強
く
入
れ
ら
れ
て
、
そ
れ
を
三
山
が
ま
と
め
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
米
船
来
航
と
い
う
衝
繋

へ
の
慌
し
い
反
応
の
一
っ
と
し
て
、
大
和
国
の
小
藩
に
あ
る
武
士
層
の
対
応
策
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
内
外
の
歴
史
や
知
る
限
り
の

A
 

海
外
事
情
か
ら
和
戦
両
様
の
推
移
に
思
い
を
巡
ら
し
て
、
交
渉
拒
絶
と
海
防
に
必
要
な
兵
備
の
充
実
と
を
結
論
と
し
て
説
く
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
攘
夷
論
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
明
確
な
尊
王
攘
夷
思
想
の
観
念
は
ま
だ
登
場
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

文
久
三
年
六
十
二
歳
の
時
の
、
高
取
藩
主
植
村
家
保
へ
の
上
書
は
、
嘉
永
六
年
以
降
の
時
間
的
経
過
と
激
し
い
政
局
の
動
向
を
は

っ
き
り
と
反
映
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
て
、
尊
王
攘
夷
思
想
も
そ
の
盛
行
を
背
景
に
、
明
確
な
形
で
登
場
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

平
夷
靖
海
ノ
功
ス
デ
ニ
ト
定
ス
ベ

キ
ハ
タ
ゞ
我
コ
レ
ヲ
待
コ
ト
ニ
ア
ル
ニ
ア
ル
也
。

つ
い
に
蒋
府
に
達
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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そ
の
意
図
は
、
「
森
府
二
撹
夷
ヲ
勧
ム
ル
モ
ノ
ハ
森
府
ヲ
興
ス
モ
ノ
ナ
リ
。

何
よ
り
も
ま
ず
人
々
が
生
活
を
つ
づ
け
る
場
に
最

コ
レ
ヲ
シ
テ
因
循
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ハ
茄
府
ヲ
斃
ス
モ
ノ
ナ
リ
。
」

か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

文
久
二
年
森
府
は
、
森
政
改
革
を
目
指
し
て
、
徳
川
慶
喜
を
将
軍
家
茂
の
後
見
と
し
、
松
平
慶
永
を
政
事
総
裁
と
し
て
公
武
合
体
政
策

を
と
っ
た
が
、
坂
下
門
外
の
事
件
を
初
め
、
蕗
王
攘
犬
運
勁
が
有
力
化
し
、
天
皇

・
公
家
や
長
州
藩
、
そ
し
て
浪
士
た
ち
の
按
火
へ
の
動

き
は
、
文
久
三
年
家
茂

・
炭
喜
の
入
京
と
な
り
、
つ
い
に
同
年
四
月
に
は
、
五
月
十
日
を
も
っ
て
按
夷
期
限
と
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

四
月
二
十
二
日
俊
喜
は
京
都
を
離
れ
て
江
戸
へ
柚
り
、
五
月
十
日
に
は
長
州
藩
が
下
関
通
航
の
米
国
船
を
砲
柴
し
、
六
月
に
入
る
と
米
仏

軍
艦
の
下
関
砲
撃
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
六
月
十
六
日
家
茂
は
海
路
江
戸
へ
加
紆
し
た
の
で
あ
る
。
嘉
永
六
年
以
降
、
森
府

・
藩
は
新
し

い
対
外
政
策
の
選
択
を
迫
ら
れ
、
人
々
は
援
夷
論

・
開
国
論
を
中
心
と
し
て
、
幕
府
政
治
の
在
り
方
に
関
し
て
ま
で
論
議
を
行
っ
て
き
た

の
で
あ
る
が
、
文
久
三
年
ま
で
の
十
年
の
歳
月
、
特
に
安
政
五
か
国
条
約
下
の
情
勢
は
、
さ
ら
に
森
府
政
治
に
動
揺
を
与
え
、
新
し
い
政

治
の
方
向
を
見
定
め
よ
う
と
す
る
剪
王
攘
火
思
想
と
そ
の
運
動
は
、
京
都
を
中
心
と
し
て
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
俯
勢
下
の
三
山
の
上
む
は
、
文
面
か
ら
み
て
、
こ
の
年
四
月
下
旬
以
降
六
月
上
旬
ま
で
に

と
す
る
認
識
を
基
礎
に
し
て
、
「
凶
亡
且
府
懲
ノ
師
ヲ
不
レ
挙
パ
又
合
セ
テ
蕗
王
ノ
義
ヲ
失
フ
ナ
リ
。
臣
御
領
内
二
生
長
シ
、
太
平
ノ
楽
ニ

り

浴
セ
シ
モ
、
君
侯
ノ
恩
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
亦
幕
府
ノ
恩
澤
ナ
リ
。
是
ヲ
以
テ
臣
其
萬
一
ヲ
報
ゼ
ン
タ
メ
去
冬
出
府
致
シ
、
攘
夷
ノ
三
策
ヲ
献
ズ

ル
所
以
ナ
リ
。
」
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
尊
王
揺
夷
派
浪
士
は

「
皆
忠
誠
愛
国
、
所
＞
謂
国
家
ノ
元
気
ヲ
挫
フ
モ
ノ
ナ

リ
。
」
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
世
間
の
一
般
民
衆
も
ま
た
「
懐
r
咬
ノ
令
下
ル

ヲ
キ
カ
バ
歓
喜
踊
躍
ス
。
」
る
の
で
あ
る
と
し
て
、
攘
夷
決

^
U,
 

行
を
森
政
に
反
映
さ
せ
ら
れ
な
い
藩
主
家
保
に
は
、
藩
政
に
専
念
し
て
藩
の
富
国
強
兵
に
努
む
べ
き
だ
と
進
言
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
こ
で
も
ま
た
、
家
保
が
昨
冬
に
は
御
用
金
を
命
じ
、
上
洛
に
際
し
て
の
雑
喪
用
度
も
莫
大
で
落
の
疲
弊
を
招
き
、
他
日
緊
怠
事
態
が
起

こ
れ
ば
い
か
に
し
て
こ
れ
に
応
じ
る
の
か
と
案
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
自
分
が
「
常
二
学
プ
ト
コ
ロ
聖
野
ノ
道
ニ
テ
、
其
帰
ヲ
要
ス
ル
ニ

亦
尊
王
攘
火
二
外
ナ
ラ
ズ
。
」
と
し
て
は
い
る
が
、

藩
士
と
し
て
の
三
山
の
危
惧
は
、

谷
三
山
の
尊
王
撲
夷
思
想
に
つ
い
て

五
ナ
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谷
三
山
の
店
王
り
夷
思
想
に
つ
い
て

三
港
の
貿
易
は
し
ば
ら
く
認
め
る
が

か
し

「
精
海
」
と
比
ぺ
て
み
る
と

あ
り
、
さ
ら
に

D
以
後
の
情
勢
も
影
響
し
て
い
て
、
ま
と
ま
っ
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

E
 

た
だ
、
こ
の
上
ド
ぼ
り
数
力
月
後
と
思
わ
れ
る
文
久
．こ
ヰ
八
月
卜
八

nに
は

五
七

の
財
政
を

い
こ
と
を
恐 俯

D
で
述
ぺ
ら
れ
た
、
攘
心
の
三
策
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は

害
」
に
み
え
て
い
る
。
こ
の
上
占
の
成
立
に
つ
い
て
は
三
山
自
ら
記
し
て
い
る
が
J

C
で
考
察
し
た
「
幼
海
」
を
砧
礎
と
し
て
い
る
。
し

何
よ
り
も
D
で
み
た
よ
う
な
政
治
と
社
会
、
そ
し
て
三
山
の
考
え
Ji
の
変
化
が
こ
の
上

そ
う
し
た
内
容
の
中
に
あ
っ
て
似
必
の
三
策
と
は
、
第
一
カ
、
ま
さ
に
武
力
に
よ
る
撹
炭
打
払
て
あ
る
。
第
二
が
横
浜
港
を
閉

長
崎

・
箱
館
二
港
の
輸
出
を
減
ず
る
。
そ
の
間
に
諸
藩
は
兵
備
を
修
め
三
年
後
に
長
崎
の
み
を
開
港
し
て
一

、
二

の
恭
順
な
る

外
国
の
み
の
来
航
を
許
し
、
究
永
の
鎖
国
体
制
に
戻
す
べ
き
で
あ
り
、
従
わ
ざ
る
者
は
こ
れ
を
全
滅
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
第
三
は

輸
山
を
減
じ
て
来
航
者
を
減
少
せ
し
め
、
三
年
間
の
兵
備
の
整
頓
を
待
っ
て
横
浜

・
箱
餡
を
閉
鎖

し
、
長
崎
の
防
備
を
厳
『
I

＿一
に
し
て
武
力
に
よ
る
鎖
国
体
制
を
と
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
出
来
る
こ
と
な
ら
第
一
を
と
り
た
い
が
、

を
期
酌
し
て
三
策
を
立
て
た
の
で
あ
っ
て
、
最
も
恐
る
ぺ
き
こ
と
は
、
横
浜
の
開
港
を
つ
づ
け
て
輸
出
が
増
大
す
る
な
ら
ば
、
百
貨
の
高

騰
を
招
き
、
二
、
三
年
の
間
に
国
内
空
虚
と
な
る
こ
と
だ
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
貿
易
に
よ
る
国
産
減
少
が
見
逃
せ
な
い
こ
と

で
、
例
え
ば
貿
易
に
関
連
し
て
、
設
民
に
は
綿
を
植
え
る
者
が
多
く
稲
を
植
え
る
者
が
少
な
く
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
米
を
・411
出
し
て
い
る

こ
と
と
同
じ
こ
と
で
、

凶
年
に
で
も
な
れ
ば
米
価
及
び
諸
物
価
の
高
騰
と
な
り
、
「
内
勘
外
揺
」
の
両
面
に
勢
力
を
向
け

れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
以
心
の
計
画
に
し
て
も
、
諸
湘
の
勇

A
を
鼓
舞
す
る
こ
と
が
先
な
の
だ
が
、
そ
の
た
め
に
は
諸

~99 9

、ー

し
、

と
の
間
に

凡
治
元
年
五
月
六
十
三
歳
の
時
の
「
上
天
朝

五
条
代
官
所
を

れ
、
前

n
の
十
ヒ
日
に
は
、

中

山

忠

光

を

擁

す

る

浪

士

た

ち

昨

モ

惟

心

派

が

大

和

で

挙

兵

ヰ

す
る
下
件
が
起
こ
っ

て

い
る
が
、
そ
れ
に
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
三
山
の
門
弟
で
参
加
す
る
者
が
あ
り
、
彼
の
考
え
に
も
影
匹
＂
す
る
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

火
和
行
幸
が
中
止
さ
れ
て
か
王
ー
九
派
へ

の
攻
蛇
が
行
わ

も
関
辿
の
深
い
藩
の
仔
立
を
強
固
に
し
て
、
硲
府
を
先
頭
と
す
る
咋
E
使
功
の
道
を
雌
む
べ
き
だ
と
す
ろ
方
向
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
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富
に
し
て
兵
備
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
財
政
不
足
な
ら
ば
重
租
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
君
民
共
に
貧
し
く

な
り
、
兵
備
も
採
火
も
不
可
能
に
な
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
「
姑
海
」
同
様
、
曲
学
者
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で

は
、
講
和
を
上
策
と
す
る
者
が
多
く
悪
影
響
を
与
え
る
と
し
て
排
斥
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
外
に
も
論
点
は
幾
つ
か
あ
る
が
、
中
心
と
な
る
主
張
は
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の

E
及
び

D
の
主
張
が
C
ま
で
と

異
な
る
特
色
は
、

D
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
安
政
五
か
国
条
約
に
よ
る
開
国
体
制
下
の
情
勢
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て

D

と
同
様
、
蒋
王
攘
夷
思
想
の
盛
行
を
背
景
に
し
て
蔚
王
揺
心
思
想
を
打
ち
出
し
、
森
藩
体
制
の
下
民
生
安
定
に
よ
っ
て
小
藩
と
し
て
の

富
国
強
兵
を
計
り
、
も
っ
て
攘
夷
に
備
え
る
ぺ
き
だ
と
説
く
の
で
あ
る
。

ま
た
攘
夷
論
と
し
て
も
、
こ
の
捜
火
三
策
は
、

D
以
来
変
化
の

な
い
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
し
、
段
階
論
的
な
内
政
兵
備
優
先
の
考
え
方
だ
が
、
江
戸
を
離
れ
京
都
や
大
坂
に
近
い
大
和
に
あ
っ
て
攘

犬
論
を
説
く
三
山
が
恐
れ
た
の
は
、
や
は
り
彼
の
い
う
国
内
分
崩
離
乱
の
萌
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、

A
以
来
一
頁
し
て
み
ら
れ
る
、

村
落
生
活
に
根
差
し
た
腹
政
あ
っ
て
の
藩
政
、
藩
の
充
実
あ
っ
て
の
硲
府
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
基
盤
に
あ
り
、
重
い
諜
役
や
宍
移
に
よ

る
股
民
•
町
人
の
疲
弊
と
、
か
つ
て
の
大
塩
の
乱
の
こ
と
き
蜂
起
を
恐
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
明
確
に
打
ち
出
し
て
き
た
そ
の
約
干
攘

夷
思
想
は
、
森
滞
体
制
堅
持
の
下
で
の
鎖
国
体
制
復
帰
を
説
く
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
、
谷
三
山
の
経
世
家
的
発
言
に
限
っ
て
、
そ
の
時
代
的
変
化
を
み
て
き
た
。
商
家
に
生
ま
れ
眼
と
耳
が
不
自
由
な
身
で
あ
り
な
が

ら
、
特
に
歴
史
と
考
証
へ
の
強
い
興
味
を
持
ち
勉
学
に
努
め
た
、
言
わ
ぱ
草
芽
の
橘
学
者
が
、
藩
士
に
取
り
立
て
ら
れ
、
嘉
永

i

乙
年
の
衝

撃
と
そ
の
後
の
政
治

・
社
会
の
変
革
の
中
で
、
聖
賓
の
道
は
尊
王
攘
必
に
外
な
ら
ず
、
と
す
る
芍
王
撹
必
思
想
家
と
し
て
の
立
場
を
明
確

に
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
と
変
化
が
以
上
に
み
た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
時
代
の
先
端
を
行
く
論
説
で
は
な
力
っ

た
し
、
今
の
所
他
へ
の
影
響
も
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
そ
の
土
地
の
生
活
に
根
差
し
た
尊
王
撹
夷
思
想
、
あ
る
い
は
学
問

・
思
想
の
形
成

谷
三
山
の
尊
王
捜
夷
思
想
に
つ
い
て

五
八
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(5) (4) 

谷
三
山
の
尊
王
攘
夷
思
想
に
つ
い
て

大
伴
氏
前
掲
也
所
収
。
摘
録
と
写
真
版
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

十
分
に
批
判
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
点
が
あ
る
が
、

3) i2 (1)註

五
九

そ
の
内
容
に
は

二
山
に
つ

節
斎
は
ま
た
「
僕
以
為
興
二
哀
世
証
笠
如

て
あ
っ
て
、
内
容
と
方
法
に
多
少
の
差
異
は
あ
っ
て
も
、
同
様
の
存
在
を
多
く
の
幕
末
思
想
家
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な

，
 

い
か
と
思
う
。
い
す
れ
に
し
て
も
、
極
め
て
限
ら
れ
た
視
点
と
史
料
か
ら
の
考
察
で
あ
っ
て
、
節
斎
と
の
比
較
な
ど
幾
つ
か
の
問
題
を
残

し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
更
に
別
の
機
会
に
考
え
て
み
た
い
。

両
者
の
筆
談
は
、
奈
良
県
高
市
郡
教
育
会
「
三
山
谷
先
生
追
稿
」
（
以
下
「
迎
稿
」
と
い
う
。
大
正
六
年
一
月
刊
）
、
及
び
、
田
村
吉
永
編
「
森
田
節
斎

全
集
」
（
昭
和
四
十
二
年
刊
）
に
所
収
。
拙
稿
「
中
井
竹
山
に
つ
い
て
」
（
「
人
文
研
究
」

23ー

10
)
参
照
。

「
節
繹
両
先
愛
静
館
筆
語
一
輯
」
(
]
，
遺
稿
」
所
収
）
を
み
る
と
、
節
斎
が
「
滋
「
陸
王
語
類

t竺
胸
中
頓
快
一
。
」
と
い
う
の
に
対
し
、
三
山
は

「
頌
二
陸

王
書
＿
胸
中
便
m抄
不
ー
佳
。
君
子
以
レ
同
而
異
。
愚
以
陸
王
為
ー
ー衰
世
之
言
―
‘

所
ー
一
以
胸
中
下
L

佳
。
」
と
答
え
、

陸
王
学
―
。
」
と
応
酬
し
て
い
る
が
、
陽
明
学
者
て
も
あ
る
春
日
潜
庵
に
つ
、
、
て
は
、
ri
山
は
大
塩
平
八
郎
の
後
継
者
に
な
る
か
と
案
じ
て
い
る
。

「
逍
稿
」
が
、
三
山
の
業
紹
を
集
め
た
も
の
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
中
心
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
「
遺
稿
」
よ
り
以
前
、

い
て
は
、
天
囚
西
村
時
彦
氏
が
、
墓
誌
銘
や
谷
家
蔵
の
追
稿

・
渥
簡
な
ど
を
用
い
て
、
明
治
四
十
一
年
十
月
三
十
一
日
よ
り
十

一
月
八
日
ま
て
の
大
阪
朝

日
新
聞
紙
上
に
連
載
し
た
も
の
を
、
同
年
十
一
月
に
「
谷
三
山
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
れ
以
後
も
幾
つ
か
の
論
稿
が
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
汽
料
を

収
集
し
て
、
ま
と
ま
っ
た
三
山
研
究
を
新
た
に
示
さ
れ
た
の
が
、
大
伴
茂
氏
の
「
牲
仙
谷
三
山
」
（
昭
和
十
一
年
十
一
月
刊
）
で
あ
っ
た
。
啓
蒙
的
な
三

山
伝
を
昭
和
四
十
一
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
堀
井
義
治
氏
は
、

そ
の
「
伝
記
谷
三
山
」
で
、
前
記
の
「
遣
稿
」
と
大
伴
氏
の
二
古
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い

と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
三
山
研
究
に
と
っ
て
も
、
「
遣
稿
」
と
並
ん
で
大
伴
氏
の
前
掲
害
に
は
、
参
照
す
ぺ
き
点
は
多
い
。
勿
論
、

こ
の
小
論
に
お
い
て
も
、
「
迅
稿
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
大
伴
氏
に
負
う
と
こ
ろ
も
多
い
。
三
山
の

経
歴
に
つ
い
て
も
、
蒻
誌
銘
と
大
伴
氏
前
掲
害
に
よ
る
。
な
お
、
本
文
及
ひ
註
で
あ
げ
る
年
齢
は
数
え
年
で
あ
る
。

長
兄
が
文
章
を
善
く
し
た
こ
と
は
、
大
伴
氏
前
掲
害
が
そ
の
例
を
紹
介
し
て
い
る
。

(803) 
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晶
共
に
更
に
な
し
空
敷
芭
都
の
名
を
存
せ
し
計
の
山
家
也
」
と

京
都
に
猪
飼
敬
所
を
選
ぴ
尋
ね
た
理
由
は
こ
の
外
に
、
大
坂
は
さ
て
お
き
、
大
和
に
は
教
え
を
諮
う
ぺ
き
学
者
が
見
当
た
ら
な
力
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た

月
十
一
日
よ
り
嘉
水
四
年
六
月
二
十
四
日
に
大
坂
町
奉
行
へ
転
ず
る
ま
で
の
間
、
奈
良
奉
行
で
あ
っ
た
川
路
聖
設
の

カ
と
思
わ
れ
る
。
弘
化
四
年
だ
が
節
斎
と
の
筆
談
で
、
三
山
は
「
本
国
ノ
様
二
文
乏
キ
国
又
ア
ル
マ
ジ
キ
カ
。
」
と
嘆
い
て
い
る
。
ま
た
、

弘
化
三
年
正

「
寧
府
記
事
こ
（
日
本
史
範
協
会

編
「
川
路
聖
誤
文
苫
二
」
所
収
）
の
弘
化
三
年
三
月
二
十
三
日
条
に
は
、

一
通
り
よ
む
も
の
も
な
く
歌
よ
む
も
の

同
様
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

い
。
敬
所
に
つ
い
て
は
、
「
森
銑
三
著
作
集
第
二
巻
」
所
収
の
「
猪
飼
敬
所
」
参
照
。

7
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以
下
、
「
淡
庵
管
見
」
を
初
め
、
「
逍
稿
」
所
収
の
も
の
に
つ
い
て
は
一
々
註
記
し
な
い
。

奈
良
県
編
「
大
和
人
物
志
」
（
明
治
四
十
二
年
刊
）
の
昭
和
四
十
九
年
復
刻
版
に
よ
る
。
た
だ
し
、
吉
村
信
之
助
は
信
之
介
と
し
た
。

「
紺
徳
川
実
紀
」
・
「
系
図
煤
要
」

・
「
柳
営
補
任
」

・
「
大
和
人
物
志
」
に
よ
る
と
、
二
万
五
千
石
の
譜
代
大
名
、
高
取
藩
植
村
氏
は
、
こ
の
前
後
に
家
長

・
家
教

・
家
毀

・
家
興

・
家
保
と
つ
づ
い
て
い
る
。
西
丸
老
中
で
あ
っ
た
家
長
が
文
政
十
一
年
十
月
に
亡
く
な
る
と
、
そ
の
長
男
家
教
（
夭
明
七
年
ー
万

延
元
年
七
十
四
歳
で
没
）
が
後
を
継
い
だ
。

家
教
は
、
嘉
永
元
年
五
月
十
六
日
に
病
気
の
た
め
に
致
仕
、
没
子
（
実
は
家
長
二
男
）
の
家
貸
（
文
化
四
年

ー
嘉
永
六
年
四
十
七
歳
で
没
）
が
藩
主
と
な
っ
た
。
嘉
永
元
年
は
四
十
二
歳
の
時
で
あ
る
。
嘉
水
四
年
六
月
に
は
帝
鑑
之
間
席
か
ら
奏
者
番
と
な
っ
て
い

る
が
、
同
六
年
三
月
に
亡
く
な
っ
た
。
嗣
子
な
し
と
い
う
こ
と
て
、
大
村
藩
主
大
村
丹
後
守
純
脚
の
弟
が
茨
子
と
な
り
、
同
年
四
月
二
十
二
日
後
を
継
い

だ
の
が
家
興

（
天
保
六
年
1
嘉
永
六
年
十
九
栽
で
没
）
て
あ
る
。
し
か
し
家
興
も
病
気
の
た
め
に
、
同
六
年
七
月
九
日
膳
所
藩
主
本
多
唸
岐
守
康
融
の
弟

が
疫
子
と
な
り
、
同
年
九
月
十
日
に
家
保

（天
保
八
年
ー
明
治
二
十
九
年
六
十
歳
で
没
）
と
し
て
遣
領
を
相
続
し
て
い
る
。

大
伴
氏
前
掲
書
に
よ
る
と
、
筑
山
愛
静
は
、
名
は
正
居
、
通
称
甚
五
左
衛
門
、
物
頭
に
進
み
預
り
地
郡
奉
行
も
兼
ね
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

i

-

l

山
と

の
親
密
な
関
係
は
、
「
遣
稿
」
の
苔
簡
そ
の
外
か
ら
も
う
か
が
え
る
が
、

弘
化
元
年
頃
は
直
接
の
関
係
が
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
天
保
末
年
に

は
、
長
兄
な
ど
を
通
じ
て
筑
山
は
、
三
山
の
存
在
を
熟
知
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
本
文
の
A
の
存
在
に
つ
い
て
も
、
あ
る
い
は
筑
山
も
関
連
す
る
一
人

と
し
て
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

谷
三
山
の
芍
王
紐
夷
思
想
に
つ
い
一

当
地
の
仙
学
者
に
大
和
の
こ
と
や
学
問
の
こ
と
を
囮
い
て
み
た
が
、
「
店
本
を

な
お
、
敬
所
の
三
山
へ
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、

き
残
さ
れ
て
い
る
。
化
政
期
頃
の
状
態
に
も

さ
ら
に
考
察
が
必
要
だ
と
思
う
が
、

別
の
機
会
を
待
ち
た

六
〇
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谷
三
山
の
羽
王
揺
夷
思
想
に
つ
い
て

1 -

ノ‘

大
伴
氏
前
掲
苔
。
第
一
よ
、
正
税
賦
役
を
薄
く
し
、
君
臣
徳
を
一
に
し
上
下
心
を
同
じ
く
す
る
こ
と
を
述
ぺ
、
第
二
は
、
廿
罰
に
よ
る
人
君
の
勧
善
懲

悪
は
治
道
の
要
務
て
あ
る
こ
と
、
第
三
は
、
賓
オ
の
抜
描
の
大
切
な
こ
と
、
第
四
は
、
学
校
設
立
の
必
要
と
意
義
と
を
述
ぺ
て
い
る
。

例
え
ば
、
前
に
あ
げ
た
川
路
聖
誤
の
「
寧
府
記
事
」
嘉
永
二
年
八
月
二
十
九
日
条
を
み
る
と
、
偽
で
あ
ろ
う
が
と
し
て
、
西
国
に
外
国
船
が
現
れ
て
、

「
靖
海
」
の
第
三
の
部
分
に
当
た
る
本
文
に
も
、
「
弊
門
ノ
西
洋
ノ
交
方
ヲ
主
張
ス
ル
モ
ノ
愚
二
語
ッ
テ
之
ヲ
睦
セ
リ
。
」
と
あ
り
、
久
保
耕
庵
の
こ
と

U

大
伴
氏
前
掲
書
に
よ
る
と
、
嘉
永
六
年
十
月
と
思
わ
れ
る
頃
、
伊
勢
の
で
探
検
家
の
松
浦
武
四
郎
が
三
山
を
訪
ね
て
お
り
、
松
前
な
ど
北
辺
の
事
梢

に
つ
い
て
筆
談
し
て
い
る
が
、
三
山
は
既
に
「
珠
海
異
聞
」
を
読
ん
で
い
る
こ
と
を
述
ぺ
て
い
る
。
「
珠
海
異
囮
」
（
写
本
十
五
巻
）

は
、
加
国
し
た
漂
流

民
を
取
調
ぺ
た
資
科
を
、
大
槻
玄
沢
が
文
化
四
年
に
編
集
し
た
世
界
地
理
苫
で
あ
る
。
こ
う
し
た
見
聞
が
、
三
山
の
海
外
知
識
の
供
給
源
に
な
っ
た
の
で

文
久
三
年
家
保
は
二
十
七
歳
で
あ
る
。
三
山
は
、
家
保
が
執
政
の
列
に
入
り
、
特
に
京
都
で
は
、
松
平
慶
永
が
総
裁
を
退
職
し
慶
喜
が
江
戸
へ
帰
っ
た

た
め
、
老
中
水
野
忠
梢
と
家
保
の
み
が
将
軍
を
輔
佐
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
森
府
に
懐
伐
を
決
行
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
だ
が
、
出
来
な
け
れ
ば
辞
職
せ

よ
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
攘
夷
決
行
に
動
力
な
い
家
保
に
対
し
て
、
「
富
春
以
来
ハ
庸
人
凡
オ
時
務
ヲ
不レ
知
卜
云
フ
、」
、
あ
る
い
は

「
姦
府
ノ
奸
賊

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
亦
天
下
ノ
罪
人
ナ
リ
、

コ
レ
ヲ
不
レ
去
パ
天
下
不
し
安
卜
云
フ
。」
と
、
間
接
的
な
表
現
な
が
ら
家
保
を
強
い
調
子
で
非
難
し
て
い
る
。
政

局
の
激
し
い
動
き
が
、
そ
の
論
調
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
力
し
こ
こ
で
三
山
の
い
う
家
保
の
役
職
な
ど
は
、
「
紐
徳
川
実
紀
」
に
よ
る

と
、
安
政
元
年
九
月
大
阪
天
保
山
沖
に
現
れ
た
露
国
船
に
対
す
る
野
衛
に
、
藩
兵
六
百
人
を
率
い
て
木
津
川
南
海
岸
へ
出
向
い
た
こ
と
、
ま
た
、
元
治
元

年
秋
の
大
坂
加
番
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
以
外
に
は
、
具
体
的
に
何
を
指
す
か
は
不
明
で
あ
る
。
今
は
、
本
文
で
述
ぺ
た
よ
う
に
理
解
し
て
お
き
た
い
。

「
孝
明
天
皇
紀
」
巻
百
五
十
一

・
巻
百
五
十
二

久
三
年
二
月
一
日
に
は
、
中
山
家
な
ど
の
公
家
へ
散
名
の
投
魯
で
、
政
体
つ
ま
り
は
攘
火
決
行
を
論
ず
る
者
が
あ
る
の
で
、
朝
廷
は
、
薩
長
な
ど
十
六
藩

あ
ろ
う
。

uo
壌
夷
の
三
策
に
つ
い
て
は
本
文
E
て
述
べ
る
。

（
「
孝
明
天
皇
紀
」
第
四
所
収
）
を
み
る
と
、
京
都
の
朝
廷

・
公
家
を
巡
っ
て
の
政
争
は
激
し
く
、
文

を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
そ
。

f]:3 

西
国
諸
保
の
内
帰
国
す
る
者
が
あ
る
と
い
う
風
聞
を
記
し
て
い
る
。
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（
「
変
革
期
に
お
け
る
思
想
の
形
成
ー
阪
谷
索

俗
吏
は
民
の

い
を
哀
れ
ま
ず
、
「
故
ニ
ー
役

応
元
年
十
二
月
二
十
七
ロ

UB) 
来
な
く
な
り
、

紙
幅
の
関
係
か
ら
こ
こ
で
は
、
京
都
所
司
代
松
平
越
中
守
定
敬
へ
の
上
害
で
あ
る
「
上
京
都
所
司
代
書
」
（
元
治
元
年
六
月
下
旬
の
も
の
）
を
取
り
上

げ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
文
久
二
年
、
山
陵
修
理
を
姦
府
に
建
議
し
た
宇
都
宮
藩
主
戸
田
越
前
守
忠
恕
と
戸
田
忠
至
に
よ
る
諸
国
山
陵
の
調
在
は
、

文
久
三
年
冬
に
は
神
武
天
皇
陵
修
補
完
成
と
な
り
、
元
治
元
年
正
月
に
は
朝
廷
よ
り
忠
杷
た
ち
へ
の
耽
叙
が
あ
っ
た
。
な
お

に
は
、
山
陵
修
補
の
竣
功
に
当
た
っ
て
、
将
諮
の
た
め
の
献
木
に
よ
り
、
梢
村
家
保
へ
絹

1

-

1

匹
の
下
賜
が
朝
廷
か
ら
あ
っ
た
。
（
「
孝
明
天
昂
紀
」
巻
二
百

は
、
神
武
天
皇
陵
修
補
事
業
に
関
し
て
の
も
の
て
あ
る
。
伐
人
は
下
惜
に
暗
く
、

ヲ
興
セ
パ
必
一
害
ヲ
遣
ス
。
…
…
役
興
テ
民
憂
ズ
、
役
記
テ
人
n

>
ヲ
安
ン
ズ
。
」
と
し
、

ま
た
民
は
国
の
本
て
神
の
主
で
あ
り
、

が
、
民
が
つ
ま
す
く
こ
と
に
で
も
な
れ
ば
神
の
怒
り
に
触
れ
る
の
だ
と
の
考
え
力
ら
、
事
業
が
八
木
と
そ
の
近
在
の
人
々
に
与
え
た
利
占
を
述
ぺ
、
善
処

を
求
め
た
も
の
で
あ
り
、
本
文
A
か
ら
E
に
至
る
主
張
の
底
流
と
、
相
通
ず
る
思
想
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

山
陵
を
染
敬
は
す
ろ

私
は
か
つ
て
、
森
田
節
斎
と
も
親
し
か
っ
た
、
備
中
の
草
非
の
伯
学
者
阪
谷
素
に
つ
い
て
考
察
し
た
が

の
埠
合
日

・
ロ
ー
「
人
文
研
究
」

12
ー
8
.13
ー
7
)
、
こ
う
し
た
箱
末

・
維
新
期
の
人
た
ち
の
収
集
と
比
較
考
察
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。

つ
い
に
五
月
五
日
に
ま
で
及
ん
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

へ
の
取
調
を
命
じ
、
以
後
は
署
名
し
て
申
し
出
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
同
年
二
月
二
十
日
よ
り
は
、
京
都
学
習
院
に
参
政

・
国
事
掛

・
奇
人
ら
か
詰

め
、
藩
士
・
森
井
の
者
も
時
事
を
建
言
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
い
る
。

町
在
等
不
洩
様
可
被
相
獨
候
也
」
と
の
触

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
京
都
守
護
職
か
ら
も
、
「
攘
必
御
一
決
此
節
御
改
革
被
仰
出

候
二
付
テ
ハ
芭
弊
一
新
人
心
協
和
候
様
無
之
テ
ハ
不
相
成
儀
二
候
妃
（
中
略
）
皇
国
之
御
応
御
不
｀
ハ
ニ
係
候
俊
ハ
勿
論
内
外
大
小
事
卜
無
ク
善
悪
共
閑
佑

ニ
テ
直
様
差
出
可
巾
又
自
身
聞
届
候
儀
モ
可
有
之
候

右
之
趣
武
家
井

が
出
さ
れ
て
い
る
。
三
山
の
上
柑
も
、
こ
れ
に
沿
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
元
治
元
年
三

月
中
旬
に
は
ほ
ぽ
出
来
上
が
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
三
山
の
眼
病
が
悪
化
し
て
他
人
の
顔
面
も
弁
じ
難
く
、
三
山
自
身
で
学
習
院
へ
呈
出
す
る
こ
と
が
出

致
居
候
事
共
聯
無
憚
筋
々
へ
早
々
可
申
出
候
但
憚
忌
祁
候
儀
モ
有
之
候
ハ
、
封

谷
三
山
の
尊
王
接
夷
思
想
に
つ
い
て

ナ
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